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都市交通戦略の推進状況のとりまとめ及び効果の分析 

 

都市交通戦略に位置づけられた施策の進捗状況 

都市交通戦略に位置付けられている施策について、令和 6 年度末時点の進捗状況を確認した。 

 

施策全体の進捗状況 
 施策ごとの進捗状況は、都市交通戦略の改定時に計画されていた内容と、令和 6 年度の実施結

果を比較することで把握している。 

 

施策の実施状況 
□ 都市交通戦略に位置付けた施策のほぼ全てで、概ね何らかの検討、工事、実施等に着手

していることを確認した。 

□ 分類 A に該当する施策のうち、9 割弱は整備（作成）中であり、完了は 1 割強程度であ

ることを確認した。 

□ 分類 B に該当する施策のうち、ほぼ全ての施策が取組中であり、取組改善は 0 件、未着

手は 1 件のみであることを確認した。 

□ 分類 B に該当する施策のうち、取組改善の施策を 0 件であることを確認した。 

 
 

表 1-1 施策の実施状況（令和 6 年度末時点） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：76】 

完了 整備（作成）中 未着手 

11（14.5%） 65（85.5%） 0（0%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：86】 

取組改善 取組中 未着手 

0（0.0%） 85（98.8%） 1（1.2%） 

※施策数には再掲を含み、評価対象外(2 施策)を除く 

 
  

参考資料２ 
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＜参考：施策の実施状況（令和 6 年度末時点、再掲を含まない）＞ 
 

表 1-2 施策の実施状況（令和６年度末時点、再掲を含まない） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：53】 

完了 整備（作成）中 未着手 

8（15.1%） 45（84.9%） 0（0%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：62】 

取組改善 取組中 未着手 

0（0.0%） 61（98.4%） 1（1.6%） 

※端数処理の関係で、合計値が一致しない場合がある。施策数からは評価対象外を除く 

 

 

＜参考：令和 6年度の実施状況が、取組改善・未着手と評価された施策＞ 

【施策分類Ａ（完了が明確な施策）】 

なし 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）】 

未着手：4-2-15 交通結節点における駐輪場整備の促進（1『バス停周辺のコンビニ、大型

商店、病院など』（東武バスウエスト）） 
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施策の計画に対する進捗状況 
□ 分類 A に該当する施策のうち、9 割の施策が計画通りに進行している一方、1 割弱の施

策で進捗の遅れが確認された。 

□ 分類 B に該当する施策のうち、9 割の施策が計画通りに進行しており、1 割弱の施策で進

捗の遅れが確認された。 

□ 進捗の遅れている施策としては、分類Ａの施策では、主に都市計画道路などのハード整

備について、用地の買収や関係者協議が理由としてあげられている。分類Ｂの施策では、

関係者協議や半導体不足が理由としてあげられている。 
 

表 1-3 施策の計画に対する進捗状況（令和６年度末時点） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：65】 

前倒しで実施 計画通りに実施 進捗の遅れ 

0（0.0%） 60（92.3%） 5（7.7%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：86】 

0（0.0%） 83（96.5%） 3（3.5%） 

※施策数には再掲を含み、完了・評価対象外を除く 
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＜参考：施策の計画に対する進捗状況（令和 6 年度末時点、再掲を含まない）＞ 
 

表 1-4 施策の計画に対する進捗状況（令和６年度末時点、再掲を含まない） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：45】 

前倒しで実施 計画通りに実施 進捗の遅れ 

0（0%） 41（91.1%） 4（8.9%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：62】 

0（0.0%） 59（95.1%） 3（4.9%） 

※施策数からは完了・評価対象外を除く 

 

 

＜参考：施策の計画に対する進捗状況（令和 6 年度末時点、完了・再掲を含む）＞ 
 

表 1-5 施策の計画に対する進捗状況（令和６年度末時点、完了・再掲を含む） 
【施策分類Ａ（完了が明確な施策）：76】 

前倒しで実施 計画通りに実施 進捗の遅れ 

2（2.6%） 67（88.2%） 7（9.2%） 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）：86】 

0（0.0%） 83（96.5%） 3（3.5%） 

※施策数には再掲を含み、評価対象外を除く 
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＜参考：令和 6年度の施策の計画に対する進捗状況が、進捗の遅れと評価された施策＞ 

【施策分類Ａ（完了が明確な施策）】※事業が完了した施策は除く 

進捗の遅れ(4)：1-1-1／2-2-2／4-1-1[再] 都市計画道路の整備（1『産業道路（北袋工

区）』（道路計画課））、（2『産業道路（天沼工区）』（道路計画課））、（3『南大通

東線（天沼工区）』（道路計画課））、（4『大宮岩槻線(1 工区)』（道路計画課） 
 

【施策分類Ｂ（完了が明確でない施策）】 

進捗の遅れ(3)：4-2-13 次世代タクシーの導入促進（2『市内全域(配車アプリを活用した

効率的な運行による利便性の向上)』一般社団法人埼玉県乗用自動車協会） 

     4-2-15 交通結節点における駐輪場整備の促進（2『バス停周辺のコンビニ、大

型商店、病院など）』（国際興業バス））、（3『バス停周辺のコンビニ、大型商

店、病院など）』（東武バスウエスト）） 
      ⇒事業実施については、埼玉県都市整備部都市計画課「出歩きやすいまちづくり」事業

との調整、連携が不可欠であるため。 
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＜参考：都市交通戦略に位置付けられている施策の評価方法について＞ 

 

都市交通戦略に位置付けられている施策の評価方法については、平成 30 年度の都市交通戦略推

進委員会でいくつかの課題が指摘されたため、令和元年度より評価方法の一部を変更した。見直

しの背景及び新たな評価方法について以下に示す。 

 

① 評価方法見直しの背景 

1) 平成 30 年度まで、施策の実施状況は、一律に 3 段階で評価（「未着手」「継続・実施」

「完了」） 

2) 基本的に施策は「完了」を目指していることが前提となっていた 

3) しかしながら、施策によっては、3 段階の区分が曖昧なものが存在 

⇒特に、「継続・実施」と「完了」が明確に分類しづらい施策（以下、「完了が明確でな

い施策」）をより適切に評価する必要性が、推進委員会等で指摘された 

 

② 評価方法 

上記を踏まえて、「完了が明確でない施策」について、より適切に評価するため、令和元年

度より以下の評価方法を適用した。 

 

○評価方法の概要 

内 容 

1) 施策の特性に合わせて 2 種類に分類 

⇒ハード施策のように、完了することにより、ある時点で事業目的が達成される施

策              ＝「分類Ａ:完了が明確な施策」 

 ソフト施策のように、継続することで、事業目的を達成し続ける施策 

                ＝「分類Ｂ:完了が明確でない施策」 

2) 「A：完了が明確な施策」「B：完了が明確でない施策」共に、施策の進捗状況につい

ては従来同様 3 段階で評価 

○施策分類の考え方 

施策分類 考え方 想定される施策 

Ａ 

（完了が明

確な施策） 

・完了によりある時点で事業目的が達成される施策 

・「完了」に該当する目標や基準※が明確に定められて

いる、もしくは定めることができる施策 

※『「完了」に該当する基準』とは、ある施策について、その基

準を超えたら（状態に達したら）、それ以上実施する事柄が無

い（たとえば、次年度以降に施策が実施されない）状況や状

態を示すもの 

道路整備、計画策定 

等 

Ｂ 

（完了が明

確でない施

策） 

・取り組むことで事業効果が見込まれる施策 

・上記の「完了」に該当する基準が明確に定められて

いない、もしくは定めることが難しい施策 

モビリティ・マネジ

メントの推進、交通

安全啓発活動の実施 

等 
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○評価の考え方 

＜施策分類がＡの場合＞ 

評価 未着手 整備（作成）中 完了 

評価の 

考え方 

 「整備（作

成）中」まで

至っていない

施策 

 具体的に着手している施策 

 「具体的に着手している施策」とは、当該

施策について以下のいずれか、もしくは複

数の項目に該当する施策 

1)当該施策に関する予算を獲得していること 

2)当該施策に関する業務を実施していること 

3)「整備中」「作成中」もしくはそれに類する内

容であることが会議資料等で明確に示されてい

ること 

4)その他、客観的な取組や進捗がみられること 

 「完了」し、そ

れ以上実施する

事柄が無い施策 

（たとえば、道路整

備における整備済

み・供用開始、計

画における策定済

みの状況） 

＜施策分類がＢの場合＞ 

評価 未着手 取組中 取組改善 

評価の 

考え方 

 以下のいずれ

かの項目に該

当する施策 

1)具体的な取組

をしていない

構想・企画段

階の施策 

2)「取組中」「取

組改善」に至

っていない施

策 

 具体的に取り組んでいる（実施している）施策 

 「具体的に取り組んでいる施策」とは、当該施策について、以

下のいずれか、に該当している施策 

1)当該施策に関する予算を獲得していること 

2)当該施策に関する業務を実施していること 

3)施策シートで示される「場所」において、施策でうたわれている事柄が

実施されていること 

4)その他、客観的な取組や進捗がみられること 

 上記に該当する施策

であり、以下のいず

れかに該当する施策 

1)これまでに「取組中」

まで至ったことがない

施策のうち前年度が

「未着手」のもの 

2)これまでに「取組中」

もしくは「取組改善」

に至ったことのある施

策のうち、以前と同様

の取組を実施したもの 

 上記に該当する施策であり、以下のい

ずれかに該当する施策 

1)前年度が「取組中」であり、これまでの取

組から何らかの改善を行っているもの 

2)これまでに「取組中」まで至ったことがあ

る施策のうち、前年度が「未着手」であ

り、以前の取組から何らかの改善を行って

いるもの（これまでの取組同様のことを再

開しただけでは「取組中」） 

3)1 つの施策に複数の取組や場所が位置付け

られているもの（仮に施策 I と II とす

る）について、施策 I が「取組中」であ

り、施策 II が「取組改善」であるもの 

 （「取組中」と「取組改善」が同時に行わ

れた場合には「取組改善」を優先する） 

※事業見直し等により取り組めなくなった施策は、その理由を整理し、評価対象外とする。 
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方針ごとの施策の進捗状況 
方針 1：市内のアクセス性が高い交通体系の整備 

 

 

 

 

 
図 1-6 方針 1 のうち進捗がみられた主な施策 
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① 市内の都心・副都心間を結ぶ基幹交通ネットワークの強化 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

1-1-1 
都市計画道

路の整備 

1 A 岩槻中央通り線 
（市宿工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地交渉 
道路整備工事 

道路計画課 

2 A 田島大牧線 
（2 工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
道路整備工事 
（R6 年度に完

了） 

3 A 田島大牧線 
（高砂工区） 

道路整備工事 
→ 

道路整備工事 浦和駅周辺

まちづくり

事務所 

4 A 町谷本太線 
（鴻沼工区） 

－ 
（計画は H28 年度

まで） 
― 

－ 
（H29 年度に完

了） 

道路計画課 

5 A 市道 B 第 482 号

線 
用地交渉 

→ 

用地交渉 

6 A 市道 B 第 486 号

線 
－ 
（計画は H30 年度

まで） 
→ 

－ 
（H30 年度に完

了） 
7 A 市道 B 第 503・292

号線 
－ 
（計画は H30 年度

まで） 
→ 

－ 
（H30 年度に完

了） 
8 A 三橋中央通線（三

橋工区） 
－ 
（計画は H28 年度

まで） 
― 

－ 
（H30 年度に完

了） 
9 A 田島大牧線（太田

窪工区） 
用地買収及び道路

整備工事 → 
道路整備工事 

10 A 天沼高鼻線 
（東町交差点） 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
用地買収 

11 A 本町通り線 
（鈴谷 2 工区） 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
用地買収 

 12 A 岩槻中央通り線 
（岩槻橋） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
道路整備工事  
用地買収 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

 13 A 道場三室線（本太

工区） 
道路予備設計 
 → 

検討・調査 

 14 A 南浦和前地線 
（前地工区） 

事業化検討中 
 → 

検討・調査  

 15 A 三橋中央通線 
（三橋２工区） 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
用地交渉 

 16 A 元町三室線 
（三室工区） 

道路予備設計  
→

ｃ

検討・調査 
関係者協議 

1-1-2 
都市計画道

路の見直し 

1 B 市内全域 道路網計画改定 
都市計画変更手続

き 
 
→

ｃ

廃止候補路線

（中山道）につ

いて、権利者調

査、説明会を実

施 

都市計画課 

1-1-3 
交差点の改

良 

1 A 市内全域 事業着手に向けた

調査・検討、用地買

収、道路整備 → 

事業着手に向け

た調査・検討、用

地買収、道路整

備 

道路環境課 

1-1-4 
地下鉄 7 号

線の延伸促

進 

1 B 浦和美園～岩槻 技術支援要請に基

づく計画の深度化 

→ 

技術支援要請に

基づき連絡調整

会議等を適宜開

催し、計画の深

度化を実施 
 

未来都市推

進部（鉄道

戦略担当） 

1-1-5 
東西交通大

宮ルートの

検討 

1 B 大宮～さいたま

新都心～埼玉ス

タジアム２○○

２ 

東西交通大宮ルー

トの整備に向けた

検討・推進 → 

東西交通専門部

会を１回開催 
交通政策課 

1-1-6 
鉄道の輸送

力の強化 

1 B 大宮～内宿（市

外を含む）（運転

間隔の見直し） 

土曜日沿線学校下

校時及び平日夕通 
勤時間帯の混雑緩

和のため、不定期 
列車を設定 → 

不定期列車を設

定 
土曜日  
大宮～丸山 2 往

復 
平日    
大宮～丸山 2 往

復 

鉄道事業者

（埼玉新都

市交通） 

2 B 大宮駅～内宿駅

（市外を含む） 
 

令和 6 年度に 1 編成

導入（2020 系） 
 

→ 
1 編成導入 

1-1-7 
バスの走行

環境整備の

促進 

1 B 市内全域 事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助を実施 → 

照会をかけた結

果、事業者から

の導入希望がな

かった 
 

交通政策課 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2 B 市内全域 
（PTPS の整備推

進） 

整備予定なし 
→ 

整備予定なし 埼玉県警察

本部交通規

制課 
1-1-8 
バスの輸送

力の強化 

1 B 市内全域 
 
 

大型（長尺）車導

入 → 
長尺車を需要に

応じて充当させ

る 

国際興業 
バス 

 2 B 市内全域 継続運行（必要に応

じて大型（長尺）車

導入検討）                                                 
→ 

継続運行（必要

に 応 じ て 大 型

（長尺）車導入

検討 

東武バス 
ウエスト 

 3 B 市内全域 
 
 
 

継続運行（必要に応

じて大型（長尺）車

導入検討） 
→ 

検討 西武バス 

 4 B 市内全域 バスの輸送力強化

に資する施策につ

いて、必要に応じて

検討・導入 

→ 

検討 

  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 

  

⇒ → ─

0 0 0

0 3 2

施策分類A：17

施策分類B：11

0 0 0

0 11 0

0 12 0

0 0 0
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② 鉄道駅周辺のアクセス向上 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

1-2-1 
バスの走行

環境整備の

促進 

1 B 市内全域 
[再掲] 

事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助を実施 → 

照会をかけた結

果、事業者からの

導入希望がなかっ

た 
 

交通政策課 

1-2-2 
コミュニテ

ィバス等の

新規導入お

よび既存路

線の見直し 

1 B コミュニティバ

ス（市内の交通空

白・不便地区等に

おいて需要が見

込める地区（申請

があった地区）） 
 

地元提案に基づき

相談・協議・運行改

善 
→ 

岩槻区コミュニテ

ィバス運行ルート

変更の協議 

交通政策課 

2 B 乗合タクシー（市

内の交通空白・不

便地区等におい

て需要が見込め

る地区（申請があ

った地区）） 
 

地元提案に基づき

相談・協議・新規

導入 

→ 

・岩槻河合地区乗

合タクシー（おり

づる号）の新規導

入 
・岩槻区並木加倉

地区乗合タクシー

（らくらく号）の

運行改善 
・西区指扇地区乗

合タクシー (あじ

さい号 )の運行改

善 
・桜区大久保・中

央区西与野地区乗

合タクシー（むさ

し号）の運行改善 
1-2-3 
自転車ネッ

トワーク路

線の整備 

1 A 市内全域 整備推進 

→ 

自転車通行環境整

備 16km（総延長

232km） 

自転車まち

づくり推進

課 
道路環境課 

1-2-4 
駅舎の機能

向上及び駅

周辺整備の

推進 

1 A 七里駅、大和田駅 橋上駅舎・自由通路

建築工事（七里駅） 
事業化検討（大和田

駅及び駅周辺） 
→ 

大和田駅：鉄道事

業者との協議実施 
（３回） 
 

区画整理支

援課 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

1-2-5 
パークアン

ドライド及

び企画乗車

券の推進 

1 B 内宿駅（市外） マイカーパスの継

続実施 
→ 

駐車料金と内宿駅

～大宮間の往復割 
引乗車券がセット

になったマイカー

パスを継続販売 

鉄道事業者

（埼玉新都

市交通） 

1-2-6 
シェアサイ

クルの普及 

1 B 市内全域 ポート設置・検討・

分析 → 
公有地ポート設

置・検討・分析 
自転車まち

づくり推進

課 
  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 

                                      ( )は再掲 

  

⇒ → ─

0 2 0

0 0 0

施策分類A：2

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 5(1) 0施策分類B：5(1)
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③ 公共交通機関の利用促進に関するソフト施策の充実 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 R6 年の実施結果 
主体/組織 

 備考 
1-3-1 
モビリティ・

マネジメン

トの推進 

1 B 全区役所 事業を継続 
→ 

事業を継続 
 
 

環境対策課 

2 B 市内各所（イベン

ト会場等） 
事業を継続 

→ 
事業を継続 
 
 

3 B 市内各企業 事業を継続 
→ 

事業を継続 
 
 

4 B 市内小学校 
（学校ＭＭ） 

本格導入に向けた

検討・推進 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内イ

ベントへの出展、

アンケート調査

の実施 
 

交通政策課 

5 B 市内各所（カーフ

リーデー、ノーマ

イカーデー等に

よる啓発） 

デジタルサイネー 
ジによる啓発動画 
発信、市内イベント 
への出展、アンケー 
ト調査の実施 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内イ

ベントへの出展、

アンケート調査

の実施 
1-3-2 
公共サイン

整備の推進 

1 B 市内全域 公共サインの整備

推進 → 
公共サインの整

備推進 
 

交通政策課 

1-3-3 
埼玉スタジ

アム２○○

２のアクセ

ス環境の向

上 

1 B 美園地区 埼玉スタジアム２

○○２のアクセス

環境の向上 

→ 交通負荷分散策

の企画検討 

浦和東部ま

ちづくり事

務所、一般

社団法人美

園タウンマ

ネジメント

（都市再生

推進法人）、

交通事業者

等 
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※個別の進捗状況については、施策シートを参照 

 
 

  

⇒ → ─

0 0 0施策分類A：0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 7 0施策分類B：7



16 

方針 2：広域的なアクセス性が高い交通体系の整備 
  

 

 
図 1-7 方針 2 のうち進捗がみられた主な施策 
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① 広域交通拠点の形成 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2-1-1 
大宮駅グラ

ンドセント

ラルステー

ション化構

想の推進 

1 B 大宮駅及び周辺

地区 
大宮 GCS 推進戦略

会議・まちづくり調

整会議 
検討会における協

議（JR、東武鉄道、

埼玉新都市交通、

県、さいたま市） 

→ 

・大宮 GCS 推進

戦略会議１回開

催 
・まちづくり調

整会議１回開催 
・検討会におけ

る協議：個別協議

を随時実施 

東日本交流

拠点整備課 

2-1-2 
長距離バス

ターミナル

の利便性向

上 

1 B 大宮駅・さいたま

新都心駅周辺 
広報・PR 活動の実

施 
長距離バスターミ

ナル本格整備の検

討・関係事業調整 

→ 

広報・PR 活動の

実施 
長距離バスター

ミナル本格整備

の検討・関係事業

調整 

交通政策課 

  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 

 
 

  

⇒ → ─

0 2 0施策分類B：2

0 0 0

施策分類A：0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0
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② 広域的な交通ネットワークの形成 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2-2-1 
高速道路整

備の促進 

1 B 新大宮上尾道路 促進 

→ 

「国の施策・予

算 に 対 す る 要

望」、「新大宮上

尾道路建設促進

期成同盟会」、

「基盤施設整備

に関する九都県

市連絡協議会」

による要望の実

施 

広域道路推

進室 

2-2-2 
都市計画道

路の整備 
(R3.3 時点の

計画) 

1 A 国道 122 号（加倉） 用地買収及び道路

整備工事 → 用地買収及び道

路整備工事 
道路環境課 

2 A 中山道（宮町） 用地買収及び道路

整備工事 → 用地買収及び道

路整備工事 
3 A 中山道（常盤） 用地買収 

→ 用地買収及び道

路整備工事 
4 A 産業道路 

（北袋工区） 
用地買収及び道路

整備工事 ― 
用地交渉 道路計画課 

5 A 産業道路 
（天沼工区） 

用地買収及び道路

整備工事 ― 
裁決申請～採決

道路整備工事 

6 A 南大通東線（天沼

工区） 
用地買収及び道路

整備工事 ― 用地交渉 

7 A 大宮岩槻線 
（1 工区） 

用地買収及び道路

整備工事 ― 
用地交渉 

8 A 国道 122 号蓮田岩

槻バイパス 
道路整備工事 

→ 道路整備工事 
 

9 A 県道さいたま鴻巣

線バイパス 
道路整備工事 
※道場三室線（2 工

区）と隣接し、同時

期に供用を目標 

→ 

道路整備工事 
※R6.3.13 暫定 2
車線開通  
 

10 A 国道 463 号越谷浦

和バイパス（鶴巻

IC） 

道路整備工事(DIG
ランプ) 
用地買収及び設計

(AFJ ランプ) → 

道 路 整 備 工 事

(DIG ランプ) 
※ R5.11.14 DIG
ランプ開通 
用地買収及び設

計(AFJ ランプ) 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2-2-2 
都市計画道

路の整備 

11 A 大宮岩槻線 
（芝川工区） 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
道路整備工事 道路計画課 

12 A 道場三室線 
（2 工区） 

道路整備工事 

→ 

道路整備工事 
※R6.3.13 暫定 2
車線開通 
 

13 A 産業道路 
（天沼 2 工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 
道路整備工事 

14 A 大宮岩槻線 
（大和田工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 

15 A 産業道路 
（堀の内工区） 

道路予備設計 
→ 

検討・調査 
関係者協議 

16 A 産業道路 
（原山工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地交渉 
道路整備工事 

17 A 道場三室線 
（栄和工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 用地買収 

18 A 産業道路 
（原山２工区） 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 
道路整備工事 

19 A 第二産業道路 
（東大宮工区） 

事業化検討中（橋梁

耐荷検討） → 
検討・調査 
 

20 A 第二産業道路 
（大和田工区） 

－ 
（H29 年度に完了） ⇒ 

－ 
（H29 年度に完

了） 
21 A 産業道路 

（駒場工区） 
事業化予定 

→ 検討・調査 
関係機関協議 

22 A 産業道路 
（堀の内２工区） 

事業化予定 
→ 検討・調査 

関係機関協議 
23 A 大宮岩槻線（七里

駅入口交差点） 
事業化予定 

→ 地元説明会実施・ 
事業化(R5.12.12) 

24 A 産業道路（上木崎

４丁目交差点） 
道路予備設計 

→ 検討・調査 
関係機関協議 

2-2-3 
都市計画道

路の見直し 

1 B 市内全域 
[再掲] 

道路網計画改定 
都市計画変更手続

き → 

廃止候補路線（中

山道）について、

権利者調査、説明

会を実施 

都市計画課 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2-2-4 
地下鉄 7 号

線の延伸促

進 

1 B 浦和美園～岩槻 
[再掲] 

技術支援要請に基

づく計画の深度化 

→ 

技術支援要請に

基づき連絡調整

会議等を適宜開

催し、計画の深度

化を実施 

未来都市推

進部（鉄道

戦略担当） 

2-2-5 
鉄道の輸送

力の強化 

1 B 大宮～内宿（市

外を含む）（運転

間隔の見直し） 
[再掲] 

土曜日沿線学校下

校時及び平日夕通

勤時間帯の混雑緩

和のため、不定期

列車を設定 

→ 

不定期列車を設

定 
土曜日 大宮～

丸山 2 往復 
平日   大宮～

丸山 2 往復 

鉄道事業者

（埼玉新都

市交通） 

2 B 大宮～内宿（市外

を含む）（新型車

両の導入） 
[再掲] 

令和 6 年度に 1 編成

導入（2020 系） 
→ 

1 編成導入 

2-2-6 
公共交通機

関による空

港アクセス

の強化 

1 B 市内（空港へのア

クセス強化：バ

ス） 

関係事業者との協

議・調整 → 
埼玉県バス協会

に要望を実施 
 

交通政策課 

2 B 市内（空港へのア

クセス強化：鉄

道） 

埼玉県鉄道整備要

望を通じ、鉄道事業

者に対し要望を継

続実施 

→ 

埼玉県鉄道整備

要望を通じ、鉄

道事業者に対し

要望を実施 
  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 
( )は再掲 

  

⇒ → ─
1 0 0

0 19 4

施策分類B：7(4)

0 0 0

施策分類A：24

0 0 0

0 0 0

0 7(4) 0
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方針 3：市内の都心・副都心内の充実した交通環境の提供 
 

 
 

 
図 1-8 方針 3 のうち進捗がみられた主な施策 

 

  

施策番号：3－1－3 

大宮駅西口周辺おもてなし

歩行エリアの整備 

   ：昨年度、事業が完了した施策 
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① 歩行者・自転車優先の快適性・回遊性の高い空間の形成 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

3-1-1 
都市計画道

路の整備 

1 A 氷川緑道西通線 
（南区間：南大通

東線～大宮中央

通線） 

－ 
（R1 年度に完了） 

→ 

－ 
（ R1 年度に完

了） 

大宮駅東口

まちづくり

事務所 

2 A 氷川緑道西通線 
（北区間：大宮中

央通線～大宮岩

槻線） 

用地買収 

→ 

用地買収 

3 A 大宮駅西口第三

地区（都市計画道

路 桜木 1 号線、

桜木 2 号線） 

用地買収 

→ 

地権者交渉 大宮駅西口

まちづくり

事務所 

4 A 都市計画道路 
上落合桜木線 

用地買収 
→ 地権者交渉 

3-1-2 
大宮駅グラ

ンドセント

ラルステー

ション化構

想の推進 

1 B 大宮駅及び周辺

地区 
[再掲] 

大宮 GCS 推進戦略

会議・まちづくり調 
整会議 
検討会における協

議(JR、東武鉄道、 
埼玉新都市交通、

県、さいたま市) 

→ 

大宮ＧＣＳ推進

戦略会議：1 回開

催 
大宮ＧＣＳまち

づくり調整会議：

１回開催 
検討会における

協議：個別協議を

随時実施 

東日本交流

拠点整備課 

3-1-3 
大宮駅西口

周辺おもて

なし歩行エ

リアの整備 

1 A 大宮駅西口周辺 
（県道大宮停車

場大成線） 

工事・供用 

→ 

供用 大宮駅西口

まちづくり

事務所 

3-1-4 
氷川参道の

歩行者専用

化の検討 

1 B 氷川参道 
（一の鳥居から

大宮中央通線ま

で） 

一部区間実施、継続

検討 
→ 

歩行者専用化の
延伸に向けた交
通社会実験の実
施 

氷川参道対

策室 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

3-1-5 
浦和駅西口

南高砂地区

の整備によ

る回遊性の

向上 

1 A 高砂地区 整備工事等（建築工

事含む） 

→ 

施設建築物の新

築工事 
浦和駅周辺

まちづくり

事務所 

3-1-6 
段差の解消

や電線の地

中化等によ

る歩行空間

の整備 

1 A 電線の地中化 
（市内） 

道路整備（電線共同

溝・歩道） 

→ 

道路整備（電線共

同溝・歩道） 
道路環境課 

3-1-7 
端末物流対

策の推進 

1 B 駅前周辺地区 対策の検討・推進 → 補完調査を実施 交通政策課 
2 B 駅前周辺地区 駐車規制見直しの

検討・推進 → 
駐車規制見直し

の検討・推進  
埼玉県警察

本部交通規

制課 
3-1-8 
駐輪場の適

正配置の推

進 

1 B 市内駅周辺等 整備推進 

→ 

民営駐車場設置

に対する補助金

交付 

自転車まち

づくり推進

課 

3-1-9 
大宮駅周辺

まちなかウ

ォーカブル

の推進 

1 B 大宮駅周辺 ウォーカブルな空

間形成の推進 
大宮駅周辺ウォー

カブル推進戦略（活

動編）の策定 

→ 

・デザインコン

セプト検討 
・意見交換会の

実施 

大宮駅東口

まちづくり

事務所 

3-1-10 
美園地区に

おける歩行

者・自転車中

心の空間形

成の推進 

1 B 美園地区 ・区画整理等によ

る歩行空間等整備 
・公共空間等の利

活用による滞留等

創出 
・道路空間再構築・

ベンチ普及・歩車共 
存等の検討・推進 

→ 

・区画整理等に

よる歩行空間等

整備 
・公共空間等の

利活用による滞

留等創出（シミ

ュレーション評

価に基づく施策

実験） 
・道路空間再構

築・ベンチ普

及・歩車共存等

の検討・推進 

浦和東部ま

ちづくり事

務所、一般

社団法人美

園タウンマ

ネジメント

（都市再生

推進法人）、

交通事業者

等 
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※個別の進捗状況については、施策シートを参照 
( )は再掲 

  

⇒ → ─

施策分類B：7(1)

0 0 0

0 0 0

0 7(1) 0

0 5 0施策分類A:7

0 0 0

0 2 0
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② 多様な回遊手段の提供 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

3-2-1 
シェアサイ

クルの普及 

1 B 市内全域 
[再掲] 

ポート設置・検討・

分析 → 
公有地ポート設

置・検討・分析 
自転車まち

づくり推進

課 
3-2-2 
サイクルサ

ポート施設

の認定・設置 

1 B 自転車ネットワ

ーク路線及びレ

クリエーション

ルート沿道等 

事業推進 

→ 

サイクルサポー

ト施設認定・設

置 

自転車まち

づくり推進

課 

3-2-3 
低炭素型パ

ーソナルモ

ビリティの

普及の推進 

1 B 市内全域 取組の継続的な推

進 
→ 

民間事業者によ

るシェア型マル

チモビリティ実

証実験の継続実

施 

ゼロカーボ

ン推進戦略

課 

3-2-4 
公共サイン

整備の推進 

1 B 市内全域 
[再掲] 

公共サインの整備

推進 → 
公共サインの整

備推進 
 

交通政策課 

3-2-5 
スマートシ

ティに向け

たモビリテ

ィサービス

の充実 

1 B 大宮駅・さいたま

新都心周辺地区

等 

サービス運用開始 

→ 

シェア型マルチ

モビリティ本格

実施の基本協定

書の締結、電動

サイクルの拡充

と中長距離モビ

リティへの転換

効果検証、「さい

たま市みんなの

アプリ」×「シェ

ア型マルチモビ

リ テ ィ サ ー ビ

ス」のクーポン

連携の実施 

都市総務課 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

3-2-6 
交通空白地

区等におけ

る AI 等を活

用した交通

サービスの

検討 

1 B 美園地区 AI 等を活用したモ

ビリティサービス

検討・実証・実装 

→ 

AI オンデマンド

交通サービス実

証事業「みその

RED タクシー」 
・第 1 期実証：
R3.3.2~R3.4.25 
・第 2 期実証：
R3.12.13~R4.2.13 
・第 3 期実証：
R4.10.24~R5.2.12 

浦和東部ま

ちづくり事

務所、一般

社団法人美

園タウンマ

ネジメント

（都市再生

推進法人）、

交通事業者

等 
 

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 
( )は再掲 

 

  

⇒ → ─

施策分類A：0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 6(2) 0

0 0 0

施策分類B：6(2)

0 0 0
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③ 都心地区内における自動車利用の削減方策の推進 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

3-3-1 
モビリティ・

マネジメン

トの推進 

1 B 全区役所 
[再掲] 

事業を継続 
→ 

事業を継続 
 
 

環境対策課 

2 B 市内小学校 
（学校ＭＭ） 
[再掲] 

本格導入に向けた

検討・推進 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内

イベントへの出

展、アンケート

調査の実施 

交通政策課 

3 B 市内各所（カーフ

リーデー、ノーマ

イカーデー等に

よる啓発） 
[再掲] 

デジタルサイネー 
ジによる啓発動画 
発信、市内イベント 
への出展、アンケー 
ト調査の実施 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内

イベントへの出

展、アンケート

調査の実施 
3-3-2 
端末物流対

策の推進 

1 B 駅前周辺地区 
[再掲] 

対策の検討・推進 

→ 

補完調査を実施 交通政策課 

  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 
( )は再掲 

 

⇒ → ─

0 0 0

0 0 0

施策分類B：4(4)

0 0 0

0 0 0

0 4(4) 0

0 0 0施策分類A：0
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方針 4：安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境の提供 
 

 

 
図 1-9 方針 4 のうち進捗がみられた主な施策 
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① 市街地の交通空間の安全性の向上 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

4-1-1 
都市計画道

路の整備 
（R3.3 時点

の計画） 
 
 
 

1 A 大宮岩槻線 
（1 工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 ― 
用地交渉 道路計画課 

2 A 岩槻中央通り線 
（市宿工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 
道路整備工事 

3 A 田島大牧線 
（2 工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 → 
道路整備工事 
※事業完了 

4 A 国道 122 号蓮田

岩槻バイパス 
[再掲] 

道路整備工事 
→ 

道路整備工事 
 
 

5 A 国道 463 号越谷

浦和バイパス 
（鶴巻 IC） 
[再掲] 

道路整備工事(DIG
ランプ) 
用地買収及び設計

(AFJ ランプ) 

→ 

・道路修正設計

(AFJ ランプ) 
・道路整備工事

(AFJ ランプ) 
6 A 市道B第 503・292

号線 
[再掲] 

（計画は H30 年度

まで） → 
（H30 年度に完

了） 

7 A 大宮岩槻線 
（芝川工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
道路整備工事 

8 A 大宮岩槻線 
（大和田工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 

9 A 産業道路 
（原山工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 → 
道路整備工事 

10 A 産業道路 
（原山２工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 → 
用地買収 
道路整備工事 
 

11 A 第二産業道路 
（東大宮工区） 
[再掲] 

 

事業化検討中 

→ 

検討・調査 

12 A 第二産業道路 
（大和田工区） 
[再掲] 

－ 
（H29 年度に完了） ⇒ 

－ 
（H29 年度に完

了） 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

13 A 岩槻中央通り線 
（岩槻橋） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
用地買収 
道路整備工事 

道路計画課 

14 A 道場三室線 
（本太工区） 
[再掲] 

道路予備設計 
 
 

→ 
検討・調査 

15 A 産業道路 
（駒場工区） 
[再掲] 

事業化予定 
 → 

検討・調査 
関係機関協議 

16 A 産業道路 
（堀の内 2 工区） 
[再掲] 

事業化予定 
→ 

検討・調査 
関係者協議 

17 A 三橋中央通線 
（三橋 2 工区） 
[再掲] 

用地買収及び道路

整備工事 
 

→ 
用地交渉 

18 A 元町三室線 
（三室工区） 
[再掲] 

道路予備設計 
→ 

検討・調査 
関係者協議 

19 A 大宮岩槻線 
（七里駅入口交

差点） 
[再掲] 

事業化予定 
（事業期間につい

ては未定） → 

・地元説明会 
・事業化
(R5.12.12) 
 

20 A 産業道路 
（上木崎４丁目

交差点） 
[再掲] 

道路予備設計 

→ 

検討・調査 
関係者協議 

21 A 指扇中央通線 用地買収及び道路

整備工事 → 
令和 6 年度末用

地 買 収 率 

52.2％ 

日進・指扇

まちづくり

事務所 
4-1-2 
生活道路・通

学路の安全

対策の推進

（ゾーン 30
整備、物理的

デバイス等

検討） 

1 A 市内全域 道路整備 

→ 

道路整備 道路環境課 

4-1-3 
氷川参道歩

行者専用化

に伴う生活

道路の交通

対策の検討 

1 B 氷川参道東側生

活道路および氷

川参道西側（吉敷

2 丁目）、北向き一

方通行路 

追加対策の検討 

→ 

歩行者専用化の

延伸に向けて、

通過交通対策の

ための交通社会

実験を実施し

た。 

氷川参道対

策室 

4-1-4 
段差の解消や

電線の地中化

等による歩行

空間の整備 

1 A 電線の地中化（市

内） 
[再掲] 

道路整備（電線共

同溝・歩道） 
→ 

道路整備（電線

共同溝・歩道） 
道路環境課 
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 ※個別の進捗状況については、施策シートを参照 ( )は再掲  

⇒ → ─
2(2) 01(1)

0

0

施策分類B：4(2)

0

0 0

0 4(2) 0

22(19) 1(1)施策分類A：26(23)

0 0 0

0 0

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

4-1-5 
駅舎の機能

向上及び駅

周辺整備の

推進 

1 A 七里駅、大和田駅 
[再掲] 

橋上駅舎・自由通

路建築工事（七里 
駅） 
事業化検討（大和

田駅及び駅周辺） → 

大和田駅：鉄道

事業者との協議

実施（３回） 

区画整理 
支援課 

4-1-6 
自転車ネッ

トワーク路

線の整備 

1 A 市内全域 
[再掲] 

整備推進 

→ 

自転車通行環境

整備 16km（総延

長 232km） 

自転車まち

づくり推進

課 
道路環境課 

4-1-7 
端末物流対

策の推進 

1 B 駅前周辺地区 
[再掲] 

対策の検討・推進 
→ 

補完調査を実施 交通政策課 

4-1-8 
バリアフリ

ー基本構想

に基づく特

定事業の推

進 

1 B 市内全域 
（主に重点整備

地区内） 

各特定事業計画に

基づく事業の推進 

→ 

各特定事業計画

に基づく事業の

推進 

交通政策課 

4-1-9 
踏切の改良 

A 1 市内 踏切改良推進 
→ 踏切改良推進 

 
道路環境課 

4-1-10 
美園地区に

おける歩行

者・自転車中

心の空間形

成の推進 

1 B 美園地区 
[再掲] 

区画整理等による

歩行空間等整備 
公共空間等の利活

用による滞留等創

出 
道路空間再構築・

ベンチ普及・歩車

共存等の検討・推

進 

→ 

・区画整理等に

よる歩行空間等

整備 
・公共空間を活

用した社会実験

による滞留等創

出・道路空間再

構築・ベンチ普

及・歩車共存等

の検討・推進 

浦和東部ま

ちづくり事

務所、一般

社団法人美

園タウンマ

ネジメント

（都市再生

推進法

人）、交通

事業者等 
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② 多様な交通手段の活用による持続可能な移動の促進 

実施結果の凡例 

＜都市交通戦略に位置付けられた

計画に基づく進捗の評価＞ 
 
 ⇒ ：前倒しで実施・達成 
 → ：計画どおり 
 － ：進捗の遅れ 

＜施策の実施状況 
（Ａタイプ）＞ 
  ：完了 
  ：整備（作成）中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜施策の実施状況 
（Ｂタイプ）＞ 
  ：取組改善 
  ：取組中 
  ：未着手 
  ：評価対象外 

＜その他＞ 
 
  ：再掲の施策 

 

施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

4-2-1 
交通規制に

よる歩行空

間の快適化 

1 B 鐘塚公園周辺地

区（オープン化検

討） 

 
→ 

 交通政策課 

2 B 鐘塚公園周辺地

区（カーフリーデ

ー実施） 

 
→ 

 

4-2-2 
自転車事故

の防止対策

の推進 

1 B 市内生活道路 路面表示等の交通

安全対策を実施 
→ 

路面表示等の交

通安全対策を実

施 

市民生活 
安全課 

4-2-3 
自転車の交

通安全啓発

活動の実施 

1 B 市内各所 交通安全教室の開

催 
→ 

交通安全教室の

開催（147 回） 
市民生活 
安全課 

4-2-4 
放置自転車

対策（指導・

撤去・啓発）

の強化 

1 B 市内全域の放置 
自転車禁止区域 

事業推進 

→ 

監視員の適切な

配置 
自転車まち

づくり推進

課 

4-2-5 
モビリティ・

マネジメン

トの推進 

1 B 全区役所[再掲] 事業を継続 → 事業を継続 環境対策課 
2 B 市内小学校 

（学校ＭＭ） 
[再掲] 

本格導入に向けた

検討・推進 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内

イベントへの出

展、アンケート

調査の実施 

交通政策課 

3 B 市内各所（カーフ

リーデー、ノーマ

イカーデー等に

よる啓発） 
[再掲] 

デジタルサイネー 
ジによる啓発動画 
発信、市内イベント 
への出展、アンケー 
ト調査の実施 

→ 

デジタルサイネ

ージによる啓発

動画発信、市内

イベントへの出

展、アンケート

調査の実施 
4-2-6 
パークアン

ドライド及

び企画乗車

券の推進 

1 B 内宿駅（市外） 
[再掲] 

継続実施 

→ 

駐車料金と内宿

駅～大宮間の往

復割引乗車券が

セットになった

マイカーパスを

販売 

鉄道事業者

（埼玉新都

市交通） 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

4-2-7 
エコドライ

ブの推進 

1 B 市内全域 事業を継続 
→ 

事業を継続 
 
 

環境対策課 

4-2-8 
環境に配慮

した次世代

自動車の普

及の推進 

1 B 市内全域 取組の継続的な推

進 
新たな施策の展開 

→ 

・電気自動車等

普及促進対策補

助金（EV１８２

台、FCV５台） 
・公用車への

EV 導入（１７

台） 
・市内イベント

等を活用した普

及啓発 
・電池交換式

EV ごみ収集車

の実証試験を開

始 

ゼロカーボ

ン推進戦略

課 

4-2-9 
低炭素型パ

ーソナルモ

ビリティの

普及の推進 

1 B 市内全域 
[再掲] 

取組の継続的な推

進 

→ 

民間事業者によ

るシェア型マル

チモビリティ実

証実験の継続実

施 

ゼロカーボ

ン推進戦略

課 

4-2-10 
地下鉄 7 号線

の延伸促進 

1 B 浦和美園～岩槻 
[再掲] 

技術支援要請に基

づく計画の深度化 

→ 

技術支援要請に

基づき連絡調整

会議等を適宜開

催し、計画の深

度化を実施 

未来都市推

進部（鉄道

戦略担当） 

4-2-11 
東西交通大

宮ルートの

検討 

1 B 大宮～さいたま

新都心～埼玉ス

タジアム２○○

２ 
[再掲] 

東西交通大宮ルー

トの整備に向けた

検討・推進 → 

東西交通専門部

会を１回開催 
交通政策課 

4-2-12 
バス待ち環

境改善の促

進 

1 B 市内全域（バス停

上屋整備補助） 
事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助 
→ 

昨年度は、事業

者からの導入希

望がなかったた

め、補助につい

ては行っていな

い。 
 

交通政策課 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

2 B 市内全域（バスロ

ケ整備補助） 
事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助 → 

昨年度は、事業

者からの導入希
望がなかったた
め、補助につい

ては行っていな
い。 

交通政策課 

3 B 市内全域（運行情

報提供システム

等整備補助） 

事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助 
→ 

昨年度は、事業

者からの導入希

望がなかったた

め、補助につい

ては行っていな

い。 
4-2-13 
次世代タク

シーの導入

促進 

1 B 市内全域（ユニバ

ーサルデザイン

タクシーの導入

促進） 

導入促進 

→ 

実 施 率 ２ ５ .
５％の状況 

一般社団法

人埼玉県乗

用自動車協

会 
2 B 市内全域（配車ア

プリを活用した

効率的な運行に

よる利便性の向

上） 

導入促進 

― 

協会傘下３４車

中２７社が導入 

4-2-14 
自転車のレ

クリエーシ

ョン環境の

向上 

1 B 荒川・見沼代用水

等、河川沿いのル

ート 

事業推進 

→ 

・サイクリング

マップの印刷配

布 
・関係者会議 
・サイクリング

サインの設置 
 

自転車まち

づくり推進

課 

2 B 市内回遊型の 
ルート 

事業推進 
→ 

サイクリングマ

ップの印刷配布 
 

4-2-15 
交通結節点

における 
駐輪場整備

の促進 

1 B 市内全域（バス停

駐輪場整備補助） 
事業者の導入希望

に応じ、予算の範囲

内で補助を実施 
→ 

昨年度は、事業

者からの導入希

望がなかったた

め、補助につい

ては行っていな

い。 
 

交通政策課 

2 B バス停周辺のコ

ンビニ、大型商

店、病院など 

埼玉県「出歩きやす

いまちづくり」事業

で検討 
― 

引き続き連携を

検討する 
国際興業バ

ス 

 3 B バス停周辺のコ

ンビニ、大型商

店、病院など 

埼玉県「出歩きやす

いまちづくり」事業

で検討 
― 

検討・調査中 東武バスウ

エスト 

4 B 二ツ宮バス停 整備検討（埼玉県

「出歩きやすいま

ちづくり事業」の状

況を鑑み検討） 

→ 

検討 西武バス 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

 5 B 西武車庫前 
バス停 

整備検討（埼玉県

「出歩きやすいま

ちづくり事業」の状

況を鑑み検討） 

→ 

検討 西武バス 

6 B 佐知川原バス停 整備検討（埼玉県

「出歩きやすいま

ちづくり事業」の状

況を鑑み検討） 

→ 

検討 

7 B バス停周辺のコ

ンビニ、大型商

店、病院など 

埼玉県「出歩きやす

いまちづくり」事業

で検討 
道路空間再構築の

検討・推進 

→ 

検討 

4-2-16 
駐輪場の適

正配置の推

進 

1 B 市内駅周辺 
[再掲] 

整備推進 

→ 

・民営駐車場設

置に対する補助

金交付 
・自転車等駐車

場実態調査外業

務 
・自転車等駐輪

場整備に関する

分析検討業務 
 

自転車まち

づくり推進

課 

4-2-17 
健康づくり

を目的とし

た歩道の整

備 

1 B 都市計画道路 
（スポーツ振興

まちづくり条例

に基づく） 

「第 2 期さいたま

市スポーツ振興ま

ちづくり計画」に基

づき、市民のスポー

ツ振興を推進する 
→ 

「第 2 期さいた

ま市スポーツ振

興まちづくり計

画」に基づき、

市民のスポーツ

振興を推進した 

スポーツ政

策室 

4-2-18 
公共サイン

整備の推進 

1 B 市内全域 
[再掲] 

公共サインの整備

推進 → 
公共サインの整

備推進 
交通政策課 

4-2-19 
高齢者等の

移動支援事

業 

1 B 市内全域 事業本格実施 

→ 

事業本格実施（9
団体） 

高齢福祉課 

4-2-20 
交通空白地

区等におけ

る AI 等を活

用した交通

サービスの

検討 

1 B 市内 実証実験等による

導入の検討 

→ 

・関係者協議

（55 回程度） 
・検討・調査 

交 通 政 策

課・事業者 
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施策名 
番

号 
分

類 場所 R6 年の計画 
R6 年の実施結果 

主体/組織 
 備考 

4-2-20 
交通空白地

区等におけ

る AI 等を活

用した交通

サービスの

検討 

2 B 美園地区 
[再掲] 

AI 等を活用したモ

ビリティサービス

検討・実証・実装 

→ 

AI オンデマンド

交通サービス実

証事業「みその

RED タクシー」 
・第 1 期実証：
R3.3.2~R3.4.25 
・第 2 期実証：
R3.12.13~R4.2.13 
・第 3 期実証：
R4.10.24~R5.2.12 

浦和東部ま

ちづくり事

務所、一般

社団法人美

園タウンマ

ネジメント

（都市再生

推進法人）、

交通事業者

等 
4-2-21 
バスのバリ

アフリー化

の推進 

1 B 市内全域（ノンス

テップバス導入

補助） 

事業者の導入希望

に応じ、予算の範

囲内で補助を実施 → 

事業者の導入希

望に応じ、予算

の範囲内で補助

を実施 

交通政策課 

  

 
※個別の進捗状況については、施策シートを参照 

               ( )は再掲 
 

⇒ → ─

0

0

施策分類B：35(10)

0

0

0 0施策分類A：0

0 0 0

0 0 0

2 0

0 1

0 0

0 30(10) 2
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都市交通戦略の評価 

方針に対する評価指標の定量的変化 
方針に対応した評価指標の例として位置付けられたものに対して、今年度のデータの取得状況

を踏まえて整理を行う。 

 
表 1-10 方針に対する評価指標の例 

方針 アウトプット指標 アウトカム指標 

＜方針 1＞ 
市内のアク

セス性 

■都市計画道路整備状況 
【P38】 

■市内の基幹的道路網整備率【P39】 

■鉄道乗車人員【P40】 
■バス利用者数【P41】 
○市内の昼夜間人口比率【P42】 
 

＜方針 2＞ 
広域的なア

クセス性 

■新都心バスターミナル発着本数

【P43】 
■大宮駅発の新幹線ダイヤ本数

【P455】 
■交通ネットワークの変化【P45】 

■インターチェンジ利用台数

【P46】 
■新幹線乗車人員【P47】 
■市内への来訪者数（観光入込客数）

【P48】 
 

＜方針 3＞ 
市 内 の 都

心・副都心

内の充実し

た交通環境 

■都市計画道路整備率（都心・副都心

内）【P49】 
■交通拠点（駅前広場、交通ターミナ

ル）整備状況【p50】 
■公共サイン設置状況 

■鉄道駅乗車人員（都心、副都心）

【P51】 
■シェアサイクルなど利用者数

【P52】 
○まちなかの歩行者数 

 

＜方針 4＞ 
安全・安心

で誰もが移

動しやすい

交通環境 

■自転車通行帯整備延長【P55】 
■交差点改良（交通安全対策）整備状

況 
■情報提供施設の整備状況（公共交

通利用に関する情報提供） 

■交通事故件数・死傷者数【P56】 
■自転車事故件数【P56】 
■不法駐輪台数【P57】 
○市民の外出率 
■コミュニティバスの割引制度利用

者数（障害者等）【P58】 
○交通手段の分担率 
■二酸化炭素排出量【P59】 

 

■：毎年計測・評価する指標 ○：数年に 1 回計測・評価する指標 

※網掛け：R6 更新のあった指標 
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方針 1 市内のアクセス性 
a）アウトプット 

i）都市計画道路整備状況 

□ 都市計画道路の整備延長及び整備率は、前年度と比較して横ばいであり、都市交通戦

略策定以降、増加傾向である。 

 

  
図 1-11 都市計画道路整備状況 

資料︓道路計画課資料（都市計画現況調査） 
 
 

 

戦略策定 
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ii）市内の基幹的道路網整備率 

□ 市内の広域幹線道路の整備率は 64.3%であり、モニタリング開始以降、ほぼ横ばいであ

る。 
 

 
図 1-12 広域幹線道路の整備状況 

資料︓道路計画課資料（令和６年度さいたま市都市計画道路管理台帳等更新業務報告書） 

 

 
図 1-13 都市計画マスタープランにおける交通体系区分別道路ネットワーク図 

資料︓道路計画課資料（令和６年度さいたま市都市計画道路管理台帳等更新業務報告書） 
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b）アウトカム 

i）鉄道乗車人員 

□ 鉄道乗車人員は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大きく減少していたが、

都心では R1 年度と比較して、94.0％まで利用者が回復している。また、副都心では、

戦略策定以降、最も高くなっている。 

  
図 1-14 鉄道乗車人員の推移 

資料︓交通政策課資料 

※R05 データが最新 

  

戦略策定 
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ii）バス利用者数 

□ バス利用者数は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大きく減少していたが、

R1 年度と比較して 92.0％まで利用者が回復している。 

 

 

図 1-15 路線バス利用者数の推移 
資料︓交通政策課資料 

※R05 データが最新 
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iii）市内の昼夜間人口比率 

□ 市内の昼夜間人口比率は横ばいである。 

□ 区別にみると、ほぼ全ての区が 80～100%付近で推移しているのに対し、大宮区は 140%

付近と高い水準で推移している。 

  
図 1-16 市内の昼夜間人口比率の推移 

資料︓国勢調査結果 
※昼夜間人口比率＝（昼間人口）÷（夜間人口）×100 

※国勢調査は 5 年毎の調査であり、直近の調査は R2 年度に実施 
 

＜参考：市内の昼夜間人口比率の推移＞ 

  
図 1-17 市内の昼夜間人口比率の推移（区別） 

資料︓国勢調査結果 
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行先 本／日

青森県 4.0

岩手県 1.3

宮城県 2.1

新潟県 2.0

愛知県 1.6

京都・大阪 5.8

大阪・兵庫 0.3

鳥羽 1.0

南紀勝浦 1.0

合計 19.1

方針 2 広域的なアクセス性 
a）アウトプット 

i）さいたま新都心バスターミナル発着便数 

□ 令和 7 年 6 月の運行予定では、行先は 10 都市であり、日平均発着便数は 19.1 本/日で

ある。 

□ 行先都市別でみると、青森、宮城（仙台）、京都・大阪が多くなっている。 

  
図 1-18 行先都市別さいたま新都心バスターミナル発着本数（令和７年６月） 
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ii）大宮駅発の新幹線ダイヤ本数 

□ 令和 7 年 7 月の大宮駅発の新幹線（平日下り方面）のダイヤでは、主要都市別にみる

と、盛岡（52 本/日）、仙台（93 本/日）、福島（71 本/日）、宇都宮（86 本/日）、高崎（68

本/日）が多くなっている。 

  
表 1-19 大宮駅発の新幹線ダイヤ本数（平日下り） 

 

停車駅 本/日 
北海道（新函館北斗） 12 

青森県（新青森） 48 

岩手県（盛岡） 52 

宮城県（仙台） 93 

福島県（福島） 71 

栃木県（宇都宮） 86 

山形県（山形） 15 

山形県（新庄） 8 

秋田県（秋田） 29 

群馬県（高崎） 68 

新潟県（越後湯沢） 41 

新潟県（新潟） 41 

長野県（長野） 24 

富山県（富山） 38 

石川県（金沢） 38 

福井県（福井） 14 

福井県（敦賀） 14 

資料︓乗り換え案内・時刻表-駅探 HP より運行本数をカウント（R7.7.7 時点） 
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iii）交通ネットワークの変化（空港アクセス、鉄道乗り入れ、高速バスの行先の変化など） 

□ R6 年度に実施された施策は下表の通り。 

 
表 1-20 交通ネットワークの変化に関する R6 年度の施策の実施状況① 

分類 R6 年度の実施状況 

高速道路関連 ・新大宮上尾道路の整備促進、新大宮上尾道路宮前地区橋梁基礎工事の着手 

都市計画道路

関連 

・都市計画道路整備に向けた用地交渉・買収、道路整備工事 

 （岩槻中央通り線（市宿工区）、市道 B 第 482 号線、田島大牧線（太田窪工区）、田島

大牧線（高砂工区）、天沼高鼻線（東町交差点）、本町通り線（鈴谷 2 工区）、岩槻中央

通り線（岩槻橋）、国道 122 号（加倉）、中山道（宮町）、中山道（常盤）、産業道路（北

袋工区）、産業道路（天沼工区）、大宮岩槻線（大和田工区）、南大通東線（天沼工区）、

大宮岩槻線（1 工区）、国道 122 号蓮田岩槻バイパス、県道さいたま鴻巣線バイパス、

国道 463 号越谷浦和バイパス（鶴巻 IC）、大宮岩槻線（芝川工区）、道場三室線（2 工

区）、産業道路（天沼 2 工区）、道場三室線（栄和工区）、産業道路（原山工区）、産業

道路（原山２工区）、氷川緑道西通線（北区間：大宮中央通線～大宮岩槻線）、大宮駅

西口第三地区（都市計画道路 桜木 1 号線、桜木 2 号線）、都市計画道路上落合桜木

線、指扇中央通線、三橋中央通線（三橋２工区） 

 ・都市計画道路整備に向けた関係機関協議 

 産業道路（堀の内工区）、元町三室線（三室工区）、産業道路（駒場工区）、産業道路（上

木崎４丁目交差点））、大宮岩槻線（七里駅入口交差点） 

 ・都市計画道路整備に向けた道路予備設計、事業化検討 

 道場三室線（本太工区）、南浦和前地線（前地工区）、第二産業道路（東大宮工区）、産

業道路（堀の内２工区） 

 ・道路網計画（時点修正）に基づく都市計画変更手続きを実施 

（市内全域） 

 

1-21 交通ネットワークの変化に関する R6 年度の施策の実施状況② 

分類 R5 年度の実施状況 

鉄道関連 ・技術支援要請に基づき連絡調整会議等を適宜開催し、計画の深度化を実施 

空港アクセス

関連 

・バスの空港アクセス強化に向けて、関係事業者との協議・調整、バス協会

に対し要望を実施 

 ・鉄道の空港アクセス強化に向けて、埼玉県鉄道整備要望を通じ、鉄道事業

者に対し要望を継続実施 
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b）アウトカム 

i）インターチェンジ利用台数 

□ インターチェンジ利用台数は、前年度と比較して増加しており、モニタリング開始以

降、横ばいである。 

□ 内訳をみると、首都高速道路の埼玉大宮線・埼玉新都心線が最も多く、2 番目に多い東

北自動車道岩槻 IC の 2 倍以上となっている。 

   
図 1-22 インターチェンジ利用台数 

資料︓さいたま市統計書（R6） 
※R05 データが最新 

＜参考：インターチェンジ利用台数＞ 

  

 
図 1-23 インターチェンジ利用台数（内訳） 

資料︓さいたま市統計書（R6） 
※R05 データが最新 
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ii）新幹線乗車人員 

   
図 1-24 大宮駅の新幹線乗車人員の推移（1 日平均） 

資料︓JR 東日本ホームページ 

※R05 データが最新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 大宮駅の新幹線乗車人員は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大きく減少して

いるが、前年度と比較して回復傾向である。 
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iii）市内への来訪者数（観光入込客数） 

□ 市内への観光入込客数は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大きく減少して

いたが、前年度と比較して増加している。 

□ R7 年までに来訪者数 3,000 万人を目標としており、R6 年の達成率は 82.6%である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-25 市内への来訪者数（観光入込客数）の推移 

資料︓観光国際課資料 

 

  

目標：3,000万人 
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方針 3 市内の都心・副都心内の充実した交通環境 
a）アウトプット 

i）都市計画道路整備率（都心・副都心内）および歩道の整備状況 

 都市計画道路の整備に伴い、歩道も整備されるため、本指標（都市計画道路整備率）をも

って、歩道の整備状況のモニタリングも行うものとする。 

 

  

 

  
 

図 1-26 都市計画道路整備率（都心・副都心内） 
資料︓都市計画課資料（都市計画情報） 

※1 都心：大宮駅、さいたま新都心駅、浦和駅から半径 1km 
※2 副都心：武蔵浦和駅、日進駅、宮原駅、岩槻駅、浦和美園駅から半径 1km 
※3 （都心/副都心内の都市計画道路の整備率）＝（都心/副都心内の整備済みの都市計画道路の整備延長）÷

（都心/副都心内の都市計画道路の計画延長）×100  
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② 交通拠点(駅前広場、交通ターミナル)整備状況 

a）バスターミナル 

□ R1 年度に先行して供用開始されていたバス駐車場に続き、R2 年 6 月に「さいた

ま新都心バスターミナル」全面供用が開始された。 

□ 整備されたことにより、都心・副都心内の充実した交通環境の向上が図られた。 

 

 
図 1-27 さいたま新都心バスターミナル 

 

 
図 1-28 高速バスのりばの夜景 
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b）アウトカム 

i）鉄道駅乗車人員（都心、副都心） 

□ 都心の鉄道駅乗車人員は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により大きく減少して

いるが、前年度と比較して回復傾向である。 

□ 副都心の鉄道駅乗車人員は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により減少している

が、前年度と比較して回復傾向である。 

 
図 1-29 鉄道乗車人員（都心、副都心） 

資料︓交通政策課資料 

※R05 データが最新 
 ※1 都心：大宮駅、さいたま新都心駅、浦和駅 
 ※2 副都心：武蔵浦和駅、日進駅、宮原駅、岩槻駅、浦和美園駅 
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ii）コミュニティサイクルなど利用者数 

さいたま市コミュニティサイクル 

□ コミュニティサイクルは R4 年 1 月で運営を終了し、シェアサイクルへ移行した。 

□ 運営開始から終了までの総利用回数は 1,058 千回となった。 

  

  
図 1-30 コミュニティサイクル総利用回数 

資料︓自転車まちづくり推進課資料 

※R4 年度のデータにて終了 
 

  
図 1-31 コミュニティサイクルの駐輪ポート設置箇所数・自転車台数 

資料︓自転車まちづくり推進課資料 
※R4 年度のデータにて終了 
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シェアサイクル 

□ シェアサイクルの月別利用回数は、「さいたま市シェアサイクル普及事業実証実

験」を開始した H31 年 3 月と R6 年 3 月を比較すると、約 15.4 倍に増加した。 

□ 稼働ステーション数は、実証実験開始後、公用地を活用したシェアサイクルポー

トの設置などにより増加傾向にあり、H31 年 3 月と R7 年 3 月を比較すると、約

2.1 倍に増加した。 
   

 
図 1-32 シェアサイクル月別利用回数 

資料︓OpenStreet 株式会社資料 

 

  

図 1-33 シェアサイクルのポート数 
資料︓OpenStreet 株式会社資料 
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＜参考：コミュニティサイクル＋シェアサイクルの利用状況＞ 

 

 
図 1-34 コミュニティサイクル及びシェアサイクルの利用状況 

資料︓（コミュニティサイクル）自転車まちづくり推進課資料、（シェアサイクル）OpenStreet 株式会社資料 
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方針 4 安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境 
a）アウトプット 

i）自転車通行帯整備延長 

□ R5 年度までの自転車通行帯の累計整備延長は 216.0km で、R4 年度までの計画路線

200km に対する整備進捗率を超えた。 

□ 現在は、R7 年度までに計画路線を 245 km にしており、整備進捗率は 94.9％である。 

□ 累計延長は、モニタリング開始以降、増加傾向である。 

 

  

図 1-35 自転車通行帯整備延長 
資料︓道路環境課資料 

② 情報提供施設の整備状況（公共交通利用に関する情報提供） 

□ 浦和駅西口に総合案内表示機を設置した。(令和３年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-36 浦和駅西口総合案内表示機 
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a）アウトカム 

i）交通事故件数・死傷者数 

□ R6 年のさいたま市内の人身事故件数、死傷者数は前年から減少しており、都市交通戦

略策定以降最少となっている。 

 

 
図 1-37 さいたま市における人身交通事故発生件数の推移 

資料︓交通事故統計（埼玉県警察） 

  

図 1-38 さいたま市における自転車の交通事故件数の推移 
資料：交通事故統計（埼玉県警察） 
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ii）不法駐輪台数 

□ 鉄道駅周辺の不法駐輪台数は、前年と比べて微増しているが、近年は少ない台数で推

移している。 

  

 

図 1-39 鉄道駅周辺の不法駐輪台数の推移  
資料︓自転車まちづくり推進課資料 

※不法駐輪台数は 11 月のある平日 11 時台の総数 
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iii）コミュニティバスの割引制度利用者数（障害者等） 

□ コミュニティバスの割引制度（障害者）の利用者数は、前年度と比較して微減してい

る。 

□ コミュニティバスの割引制度（子供）の利用者数は、前年度と比較して微増している。 

□ コミュニティバス全体の利用者に対し、R5 から R6 にかけての障害者と子供の利用の

割合は、7.6％増加している。 

  

図 1-40 コミュニティバスの割引制度利用者数（障害者等）の推移 
資料︓交通政策課資料 
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iv）二酸化炭素排出量 

□ 運輸部門における CO2 の排出量は、都市交通戦略策定以降、増加傾向であったが、R1

年度で旧計画推計での算出は終了した。 

□ 新計画においては前年度から微増の傾向である。 

 

   

図 1-41 運輸部門における CO2排出量の推移 
資料︓ゼロカーボン推進戦略課資料 

※R3が最新データ 
※排出量は推計値であることに留意が必要 

※旧計画推計での算出は計画期間（R1）までとし、以降は新計画推計に移行する 
 

＜参考：さいたま市の人口及び世帯数＞ 

 図 1-42 さいたま市の人口及び世帯数 
資料︓ゼロカーボン推進戦略課資料 

※ R 2 が 最 新 デ ー タ  
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＜参考：さいたま市の車両種別保有数の増減率＞ 

 
出典︓さいたま市統計書 

 
図 1-43 さいたま市の車両種別保有数の増減率（平成 25 年度比） 

資料︓ゼロカーボン推進戦略課資料 

※R2 が最新データ 
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方針 4 安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境／アウトカム／市民の外出率 

□ 外出率は、H20 年と比較して減少している。 

 

図 1-44 市民の外出率（S53～H30 年） 
資料︓東京都市圏パーソントリップ調査結果 

※外出率＝（外出人口）÷（居住人口）×100 
※東京都市圏パーソントリップ調査は 10 年毎の調査であり、直近の調査は H30 年度に実施 

 

 

＜参考：東京都市圏全体の外出率＞ 

 

図 1-45 東京都市圏全体の外出率（S53～H30 年） 

資料︓東京都市圏パーソントリップ調査結果 

 

  

参考 
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v）方針 4 安全・安心で誰もが移動しやすい交通環境／アウトカム 

    ／交通手段の分担率 

□ H30 年の代表交通手段分担率は、H20 年と比較して、「鉄道」で増加、「徒歩」で微増し

た。一方、「自動車」は微減、「二輪車、自転車」は減少し、「バス」は横ばいとなって

いる。 

 

 
図 1-46 さいたま市における代表交通手段分担率（S53～H30 年） 

資料︓東京都市圏パーソントリップ調査結果 
※東京都市圏パーソントリップ調査は 10 年毎の調査であり、直近の調査は H30 年度に実施 

 

 

＜参考：東京都市圏全体の代表交通手段分担率＞ 

 
図 1-47 東京都市圏全体の代表交通手段分担率（S53～H30 年） 

資料︓東京都市圏パーソントリップ調査結果 

17%

20%

22%

26%

29%

3%

2%

2%

2%

2%

26%

28%

34%

28%

27%

2%

3%

2%

2%

1%

19%

21%

20%

20%

18%

32%

26%

21%

22%

23%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和53年

昭和63年

平成10年

平成20年

平成30年

鉄道 バス 自動車 二輪車 自転車 徒歩 その他

戦略策定

（H23）

参考 


